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1．はじめに

　2019 年シーズンは，日本選手権において男子

400m ハードルで安部孝駿選手（ヤマダ電機）が

48.80 秒の自己ベスト記録（48.68 秒）に迫る記録で，

女子は伊藤明子選手（筑波大）が 57.09 秒の自己ベ

スト記録で優勝した．日本陸上競技連盟科学委員

会では，公認競技会における男女 400mH 選手のレー

ス分析を行い，区間タイムや区間速度，歩数などを

用いてレースの評価を行っている．本稿では，2019

年シーズンに開催された主要競技会における分析結

果を提示し，競技パフォーマンスの評価およびト

レーニングに応用できる資料を提供しようとした．

2．方法

2-1．分析対象選手，および対象競技会

　分析の対象は，国内外の男女 400mH 選手のべ 65

名（男子：33 名，女子：32 名）であった．対象選

手たちが出場した以下の 5大会を分析対象競技会と

した．

①第 23 回アジア陸上競技選手権大会（4 月 22 日，

ドーハ・カタール）

②第 35回静岡国際陸上競技選手権大会（5月 3日，

エコパスタジアム・静岡）

③第 6 回木南道孝記念陸上競技大会（5 月 6 日，

ヤンマースタジアム長居・大阪）

④セイコーゴールデングランプリ陸上 2019 大阪

（5 月 19 日，ヤンマースタジアム長居・大阪）

⑤第 103 回日本陸上競技選手権大会（6 月 29 日，

博多の森・福岡）

2-2．測定方法，および分析項目

　レース分析のためのビデオ撮影は，観客席スタン

ドに設置した複数台のデジタルビデオカメラを用い

て行った（60fps）．スタートピストルの閃光を映し

た後，インターバルの歩数と 10 台のハードルクリ

アランス直後の着地（以下，「タッチダウン」とする）

が確認できるよう，追従撮影した．撮影後，スター

トピストルの閃光を基準に各ハードルのタッチダウ

ンタイム（以下，「通過タイム」とする）を読み取り，

各測定区間に要した時間を求めた． 

　400mH レースにおける測定区間定義は，Start か

ら第 1 ハードル（H1）までの区間を S-H1 とし，以

下ハードル間を H1-2，H2-3，H3-4，H4-5，H5-6，

H6-7，H7-8，H8-9，H9-10，最終ハードル（H10）か

ら Finish を H10-F とした．各測定区間の平均区間

速度は，区間距離を区間タイムで除すことにより求

めた．レース記録と各算出項目の関係について検討

するために，ピアソンの積率相関係数を算出した．

3．結果および考察

　各競技会の男子 400mH における通過タイム，区間

タイム，区間速度および各区間の歩数の分析結果を

表 1から表 5に示した．また，女子 400mH における

同様の各項目を表 6から表 9に示した．加えて，各

競技会の区間速度の変化を図 1 ～ 5 に男子を，図 6

～ 9 に女子を示した．概ねどの選手も区間速度が

S-H1，H1-2 と大きくなり，H1-2 において最高区間

速度が出現した．最高区間速度が出現した後，速度

は低下しながらフィニッシュするように変化した．

レース記録と最高区間速度との関係を図 10 に示し

た．男女ともにレース記録と最高区間速度との間に

有意な負の相関関係がみられた（男子：r=-0.569，

p<.001，女子：r=-0.882，p<.001）．これらの結果は，

先行研究（森田ら，1994；森丘ら，2000）と同様の

結果を示した．ハードル間の歩数は，男子が 13 ～

16 歩，女子が 15 ～ 19 歩であった．

　図 11 と図 12 は，日本選手権において優勝した安
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部孝俊選手と伊藤明子選手の分析対象競技会におけ

る区間速度の変化をそれぞれ示したものである．安

部選手は，アジア選手権（49.74 秒）よりも日本選

手権（48.80 秒）で好記録であった．区間速度の変

化をみると，S-H1 と H1-2 区間での速度に差はみら

れず，H5-6 から H10-F において日本選手権がアジ

ア選手権より速度が大きかった．このことから，レー

ス前半で得られた速度を 5台目以降のレース中盤で

維持し，記録につながっていたと考えられる．一方

で，伊藤選手は S-H1 から H5-6 において日本選手権

が他のレースより速度が大きく，レース前半での速

度の大きさが記録につながっていたと考えられる．

レース記録は個々の選手の体力特性に応じてレー

スパターンが異なること（苅部ら，1999；森丘ら，

2005；森丘ら，2007）から，個々の選手の特性と関

連付けてレースパターンやトレーニング課題を検討

することが必要である．

4．引用，参考文献

苅部俊二，尾縣貢，安井年文，山﨑一彦，関岡康雄

（1999）国内トップ 400m ハードラーのレースパ

ターンと体力特性との関係．陸上競技研究，37：

2-7．

森丘保典，杉田正明，松尾彰文，岡田英孝，阿江通

良，小林寛道（2000）陸上競技男子 400m ハード

ル走における速度変化特性と記録との関係：内外

一流選手のレースパターンの分析から．体育学研

究，45：414-421．

森丘保典，榎本靖士，杉田正明，松尾彰文，阿江通

良，小林寛道（2005）陸上競技 400m ハードル走

における一流男子選手のレースパターン分析．日

本バイオメカニクス研究，9（4）：19-204．

森丘保典，大森重宜，榎本靖士，杉田正明，阿江通

良（2005）日本一流 400m ハードル選手のレース

パターン分析．陸上競技研究紀要，1：111-115．

森丘保典，榎本靖士，山﨑一彦，杉田正明，阿江通

良（2007）一流男子 400m ハードル選手のレース

パターンの類型化について－世界陸上大阪大会の

決勝レース展望－．陸上競技学会誌，6：55-59．



－ 167 －

表 1．2019.04.22 第 23 回アジア選手権 男子 400mH レース分析結果

図 1　区間速度の変化（アジア選手権 男子 400mH 決勝）
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表 2．2019.05.03 第 35 回静岡国際陸上 男子 400mH 決勝 レース分析結果

図 2　区間速度の変化（静岡国際 男子 400mH 決勝）
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表 3．2019.05.06 第 6 回木南道孝記念陸上 男子 400mH 決勝 レース分析結果　

図 3　区間速度の変化（木南記念 男子 400mH 決勝）
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表 4．2019.05.19 セイコーゴールデングランプリ陸上 2019 大阪 男子 400mH 決勝 レース分析結果　

図 4　区間速度の変化（ゴールデングランプリ男子 400mH 決勝）
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表 5．2019.06.29 第 103 回日本選手権 男子 400mH 決勝 レース分析結果　　

図 5　区間速度の変化（日本選手権男子 400mH 決勝）
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表 6．2019.05.03 第 35 回静岡国際陸上 女子 400mH 決勝 レース分析結果　

図 6　区間速度の変化（静岡国際 女子 400mH 決勝）
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表 7．2019.05.06 第 6 回木南道孝記念陸上 女子 400mH 決勝 レース分析結果　　

図 7　区間速度の変化（木南記念 女子 400mH 決勝）
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表 8．2019.05.19 セイコーゴールデングランプリ陸上 2019 大阪 女子 400mH 決勝 レース分析結果　

図 8　区間速度の変化（ゴールデングランプリ 女子 400mH 決勝）
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表 9．2019.06.30 第 103 回日本選手権 女子 400mH 決勝 レース分析結果

図 9　区間速度の変化（日本選手権 女子 400mH 決勝）
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図 10　レース記録と最高区間速度との関係（左：男子、右：女子）

図 11　安部孝駿選手の区間速度の変化

図 12　伊藤明子選手の区間速度の変化


